
保険薬局の中で、特に台頭が著し

いのは大手調剤薬局チェーンであ

り、各社とも積極的な出店攻勢をか

けている。しかし「分業先進地域」

を中心として、従来のような大型門

前型の出店パターンは難しい状況に

なっている。大病院のほとんどが既

に処方せん発行へ踏み切っており、

門前には調剤チェーンを中心に保険

薬局がひしめく状況となっているの

に加え、処方せんが地域へ分散し、

新規に出店しても採算を見込めるケ

ースが少ないためだ。

一方で、病院勤務の医師が診療所

を開業するケースが増えている。し

かし１軒の診療所だけを相手にした出店には

様々なリスクが伴うため、特に株式公開する

ような大手のチェーン調剤薬局の場合は、出

店には慎重な姿勢だ。そこで複数の開業医を

集めて「医療ビル」「医療モール」を形成し、

そこに出店するという新しいタイプの事業展

開が盛んになりつつある。

調剤薬局チェーンの一部は“医業コンサル

ティング”分野へも進出し、いわゆるシステ

ム的に分業を加速させるアプローチも行って

いる。

また、“地域密着型の薬局”も健

闘している。地域住民との強い絆、

信頼関係を持つ「かかりつけ薬局」

として、患者が持参する処方せんを

広域に取り扱う形だ。従来の調剤薬

局の型にとらわれることなく、地域

の“ヘルスケアステーション”とし

て、疾病予防の支援、健康情報の発

信など、「独自の価値」を強調する

薬局も増加しつつある。

在宅医療の先進地域を中心とし

て、「在宅患者の服薬全般に貢献す

る薬局」も登場してきた。地域の開

業医（主治医）、後方支援病院、あ

るいは訪問看護師などとの連携が基

本となるため、プロフェッショナルとしての

高い資質を要求される。地域医療システムの

中で、確固たる地位を築き上げ、住民や他の

医療関係者から厚い信頼を得た薬局・薬剤師

も現れている。

入院医療から地域医療へ、さらに軽医療や

健康増進に至るまで、薬局・薬剤師の機能は

広がりを見せている。病院薬剤師の世界では、

癌化学療法や感染制御など、専門分化した薬

剤師の養成が進められているが、薬局・薬剤

師に関しても慢性疾患を中心にした専門薬剤

師制度の確立が、具体的な話として浮上して

くるのも、そう遠い話ではなさそうだ。
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初めに医薬分業の現状と、それに

対する薬局・薬剤師などのインフラ

整備状況を数字で見てみよう。

日本薬剤師会が集計している「処

方せん受取率」（いわゆる医薬分業

率）は、2006年１月で55.6％となっ

た。05年度を通した平均でも、54.1％

に達している。分業率が５割を超え

た段階から、伸び率に陰りが見え始

めてきたとはいえ、市中へ出回る処

方せん枚数は、今も毎年３～４％ず

つ増加している。これに伴って保険

薬局数も、「処方せん40枚につき薬

剤師１人」という規定により、従事

する薬剤師数も増加を続けている。

05年度末現在で、全国には５万

1200軒を超える保険薬局があり、これは前年

度に比べ600軒余り、1.3％の増加である。人

口10万対の薬局数は40.1となっている。

ただし薬局数には地域偏在があり、概して

分業率が低い県では、人口10万対の薬局数が

低く、薬剤師の数も少ないという傾向が見ら

れる。特に首都圏、あるいは同一県内でも都

市部に薬剤師が集中するという状況が続いて

おり、郡部などには深刻な薬剤師不足に陥っ

ている地域もある。薬剤師が雇用できないた

めに、閉店に追い込まれる事例も見られるほ

どだ。

分
業
率
は
55
％
、薬
剤
師
の
不
足
も 地域医療への貢献に大きな期待 

多様化する薬局の機能・事業 多様化する薬局の機能・事業 

いま、薬学生の就職先として最も多いのは保険薬局である。卒業後の進路とし

ては27％前後、大学院への進学者を除けば、実に40％近い学生が薬局を勤務先

として選んでいる。医薬分業率は現在、全国平均で55％に達しており、病院・

診療所に通院する患者の２人に１人は、薬局で処方せん調剤を受けている計算に

なる。分業率は今後もさらに上昇すると考えられ、処方せんの受け皿である保険

薬局の役割も重要性を増してくる。また、最近では「入院から在宅へ」という医

療提供体制の変化を受けて、在宅医療に対する薬局の取り組みも広がりつつある。

これからの薬局・薬剤師には、地域医療の第一線を担う者として、熱い期待が寄

せられている。
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